
スポーク飾り取扱説明書

1. スポーク飾りの溝をスポークに沿わせます。
2. そのまま手でスポーク飾りを押し込みます。
このとき、途中や斜めの状態で止まっていないか確認して、必ず奥まできちんと押し込んでくだ
さい。

この自転車にはスポークに組み付ける飾りがついています。
ご使用のまえに、この説明書をお読みいただき、正しくお使いください。
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蘆本品はこの自転車用のスポーク取り付けの飾りです。スポーク飾り以外の用途に使用しないでくだ
さい。また、この自転車以外への取り付けはおすすめできません。

蘆このスポーク飾りはリフレクター（反射板）ではありません。必ずリフレクターを装着された状態で
自転車をご使用ください。

蘆本品を小さなお子様の手に届かないように保管してください。誤って飲みこむ恐れがあります。

蘆汚れを落とす場合、かために絞った布で水拭きしてください。
また、油分が付着した場合も同様に拭き取ってください。

蘆万一ご使用中に異常（ゆるんで動くなど）が見られた場合、ただちに自転車から取り外してください。

qご使用上の注意

蘆組み付け時にハンマー等で叩かないでください。スポークや本品が変形したり、損傷する恐れがあ
ります。

蘆本品を押し込むときには力が要りますので、指をはさんだりしないようにしてください。

蘆本品は自転車の前輪・後輪のどちらにも組み付けできるように設計されています。但し24、26イ
ンチ車の後輪はスポークが太いので組み付けが多少きつくなっています。
（22インチは前後輪で同じ太さのスポークを使用しています。）

蘆本品を後輪に組み付ける場合、カギをかけるときにサークル錠のカンヌキが当たらない位置に組み
付けてください。

蘆本品を組み付ける際には、奥まできちんと入っていることを確認してから自転車をご使用ください。
途中で止まっていると、振動や衝撃などにより外れ、思わぬ事故が発生する恐れがあります。

q組み付け上の注意

組み付け方法
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